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主催：国立民族学博物館　
協力：一般社団法人水俣病を語り継ぐ会
      一般財団法人水俣病センター相思社　
後援：環境省、熊本県、水俣市
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会場：国立民族学博物館 本館企画展示場
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ご利用案内

交通のご案内

観覧料 一般580円／大学生250円／高校生以下 無料
 ※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。

休館日 水曜日
 （3月20日（水・祝）は開館、翌21日（木）は休館）

開館時間 10：00～17：00（入館は16：30まで）

大阪モノレール 「万博記念公園駅」、
 「公園東口駅」下車徒歩約15分
バス 阪急茨木市駅・JR茨木駅から
 「日本庭園前」下車徒歩約13分
乗用車 万博記念公園の駐車場（有料）をご利用ください。
 最寄りの「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分

※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。
同園内を無料で通行できます。 ※高校生以下の方、国立民族学博物館友の会会員の方
は万博記念公園各ゲート有人窓口で、みんぱくへ行くことをお申し出いただき、通行証を
お受け取りください。 ※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

関連イベント

◉みんぱくウィークエンド・サロン ―― 研究者と話そう
「企画展「水俣病を伝える」 ――
 フィールドワーク展示の試み」
3月24日（日） 14：30～15：00　話者：平井京之介（本館教授）

◉みんぱくゼミナール
「水俣病を伝える」
3月16日（土） 13：30～15：00

講師：永野三智（（一財）水俣病センター相思社常務理事）

◉ワークショップ

◉友の会講演会

「水俣の海を感じる ――
 語り部講話とシーグラス体験」 
3月30日（土） 13：00～15：50

講師：吉永理巳子（（一社）水俣病を語り継ぐ会代表理事）
　　 吉永利夫（（一社）水俣病を語り継ぐ会理事）
　　 平井京之介（本館教授）

「企画展「水俣病を伝える」の舞台裏 ――
 フィールドワーク展示の試み」 
6月1日（土） 13：30～15：00　講師：平井京之介（本館教授）

◉みんぱく映画会
「水俣一揆 ――一生を問う人々」

6月8日（土） 13：00～16：00　
解説：吉永利夫（（一社）水俣病を語り継ぐ会理事）

「水俣病を伝える ――
 水俣病センター相思社の事例から」
4月28日（日） 14：30～15：00

話者：小泉初恵（（一財）水俣病センター相思社職員）

「ネコ実験小屋の修復について」
5月12日（日） 14：30～15：00　話者：日髙真吾（本館教授）

※イベントに関する詳細はホームページをご覧ください。

水俣病の発見から70年近くがたちました。現在、熊本県水俣・
芦北地域では、展示やガイドツアー、写真、語り部講話などを
通じ、水俣病の歴史や被害者の苦しみ、公害の経験をいかし
たまちづくりなどを伝える活動がさかんです。どのような人がこの活
動をしていて、そこにどういう思いがあるのでしょうか。言葉やモノ、
映像、場所はどう活用されているでしょうか。本展では、水俣病を
伝える活動の魅力と、そこから学べるものの可能性を探ります。
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